
見　積　書

令和6年12月30日

株式会社 御中

　
下記の通りお見積申し上げます

受渡期日　　　　受注後6ヶ月（程度）

受渡方法　　機器設置引渡し

取引方法　　発注時70％、現地出荷前20％

稼働時10%

有効期限　　発効日より1ヶ月以内
(合）バイオ燃料

神奈川県厚木市温水476

消費税

合計金額(円、税込） 115,500,000 10,500,000 

　　　　　 摘　　　要 数量 単価 金額（税抜）
1
廃タイヤ油化機（バッチ方式、10㌧)一式 1 48,153,600 48,153,600 

2
特殊仕様（耐蝕性仕様,オプション,見積外) 1 19,200,000

3
原料自動投入装置（見積外) 1 4,012,000

4
水タンク（冷却機用） 1 2,824,000 2,824,000 

5
触媒（1㌧、対原料の0.15～0.20%） 1 3,648,000 3,648,000 

6
ブリケット/ペレツト機（残炭用、見積外）

7
輸送費（含む、国内輸送、保険料） 1 4,560,000 4,560,000 

8 操作・保守・教育(1.5ヶ月間） 1 4,796,000 4,796,000 

9
油化機設置・施行費 1 38,350,000 38,350,000 

10
建屋・土建、電力・給水等（見積外）

11
プロジェクト管理費 1 3,000,000 3,000,000 

12
特別・端数値引 -331,600 

合　　　　　計 105,000,000 

備考

・本見積は廃タイヤ油化装置（バッチ方式10㌧タイプ）の概算見積書です

  尚、最近の急激な為替変動及び中国での人件費及び鉄材の高騰により、

　機器価格は上昇しています

  耐蝕仕様（塩ビ）の価格は、オプション項目2を加えた価格12,420万円（＋消費税）

  です

・本概算の見積金額は10㌧バッチ仕様の装置ですが、他の規模の装置も可能です

　例:5㌧油化装置は、10㌧装置の70％、同様に15㌧装置は135%程度です

　バッチ方式に加え、大型・連続方式の油化機もあります



備考

・廃タイヤ油化装置は連続式とバッチ方式がありますが、連続式は日量20㌧

　以上の規模であり、それ以下は通常はバッチ方式となります

　バッチ方式の1サイクルは通常２０時間程度が必要であり、少量の

　油化の場合、1サイクルを2日に別けて処理する方が、作業員の点からも

　有利と思えます(従って、日量5㌧処理,実質は3.5～4.0㌧程度）

　尚、原料タイヤ充填（1時間）,油化反応（9～10時間）,冷却（4～５時間）,

　カーボン除去（1～2時間）,ワイヤー抜き出し（40分）が標準１バッチです

・原料が更に少なければ、1日は休み、或いは保守点検日にも充当できます

　尚、原料が充分あり、夜間２４時間運転可能なら、日量10㌧処理（実質7～

　８㌧）も可能です

・塩ビ等を含む廃プラの油化の場合、耐蝕仕様（項目２オプション付）をお薦めします

・輸送費は海上、国内輸送費を全て含みますが、設置場所での落荷,及び

　機器設置の作業員、必要な重機等は顧客側で準備願います

・設置・施行工事費（項目８）は弊社側（外注業者）で行う見積です

・保証期間は1年です

・必要な操作・保守教育も行います

・今後の情況により、メーカー、及び仕様は変更される可能性もあります

・仮に今後の詳細仕様の検討に当たり、プロジェクト管理費の５０％を
　手付金としてお支払い頂ければ、今後更に詳細仕様を詰めさせて
　頂きます
　尚、この前払の手付金額分は正式契約時に差し引きますが、
　顧客側の何らかの理由で、本商談が停止された場合、返却しません

　　　　　　以上



添付

１）ご提案の廃タイヤ油化機本体(10㌧）は、下記の写真の様なロータリー式の外熱

　　加熱・熱分解方式の熱分解炉であり、200～380℃程度で、熱分解油化を

　　行います(2600㎜内径x6000㎜長)

  　尚、本設備は、下記の熱分解炉は、FRコンテナー1基（2900㎜外径ｘ6600㎜長、

　　重量25㌧、及び附帯の機器類を40'HQ２基となります

    重機でFeederホッパーにタイヤを投入すれば、熱分解炉に自動投入されます  

    残渣のカーボンブ・ラック（CB）粉体も分解炉から自動排出されます

    残スチール・ワイヤーは、フォーク等で手動で引き抜きます

　　尚、油化装置の必要電力は25KW程度、設置面積は8ｍｘ22ｍ程度です　　

　　廃水は、１バッチ当たり500～800L出ます

・　原料に塩ビ等（項目2）が多く含まれる場合、油化機本体等の材質を変更が必要です

　　標準ボイラー鋼板から、特殊ステンレス鋼板に主要部を材料変更し耐蝕性を向上させる

　　この場合、価格（項目１&2）見直しが必要、価格は40%程度アップします

２）熱分解炉を出た高温ガスは、下記の様な蒸留塔（1000㎜内径x8000㎜高）に

  より、冷却凝縮器、フィルター処理後、塔頂から揮発油、サイドから軽油が

  分離されます。

  冷却後もガス状の分解ガスは熱分解炉燃料として熱分解炉で燃料として使用

　されます。不足分の燃料、及び稼働開始時の燃料は、別と燃料の準備が

　必要です（重軽油、LPG等）

　最初の充分熱分解してないガス、或いは余剰ガスは、フレー（煙突）から

　必要な処理後、排出されます



３）下記は、装置全体の配置例(5㌧添付例、10㌧も類似)、設置面積は8mx22m程度必要です

４）下記は廃プラ油化(廃タイヤも類似）で製造された軽油の写真と分析値の例です



5）下記は触媒の写真例です

本見積の1㌧の触媒で500～600㌧程度の廃タイヤ油化処理が可能な見込です

６）下記はブリケット化機（固体残渣の粉状CB/Charをブリケット化：２００～

　　３００Kg/h)処理を行います（Option仕様、見積外)、処理機はいろいろな処理方式、



　　設備能力の製品が有ります

　　粉体に比べ、ブリケット化すれば、移動も、運用も楽です

以　　　上


